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２
月
４
日
、
第
３
回
お
お
さ
か
ア

グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ

の
最
終
選
考
会
が
、
大
阪
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

「
大
阪
さ
つ
ま
い
も
産
地
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
表
し
た
渡
邊
博
文

さ
ん
が
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
実
現

資
金
１
０
０
万
円
を
手
に
し
た
。
準

グ
ラ
ン
プ
リ
は
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

農
地
で
30
㌧
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
を

行
い
、
広
告
代
理
店
時
代
の
知
識
を

活
か
し
、
ス
ー
パ
ー
、
百
貨
店
な
ど

販
路
を
広
げ
、
収
穫
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
す
る
な
ど
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
。

西
出
さ
ん
は
、
平
成
24
年
か
ら
泉

州
野
菜
を
使
用
し
て
ピ
ク
ル
ス
や
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
を
製
造
、
販
売
。
令
和

元
年
か
ら
ハ
ー
ブ
や
野
菜
栽
培
の
た

め
に
農
業
に
参
画
し
、
今
回
は
そ
の

ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
様
々
な
商
品
開
発

を
毎
月
定
額
で
販
売
す
る
モ
デ
ル
を

提
案
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

最
終
選
考
会
に
は
応
募
者
36
人
の

中
か
ら
、
昨
年
12
月
18
日
に
開
催
さ

れ
た
二
次
選
考
を
通
過
し
た
６
人
の

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
農
業

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
こ
の
冬
一
番

の
寒
波
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
場
は
熱

心
な
６
人
の
熱
い
プ
レ
ゼ
ン
で
盛
り

上
が
っ
た
。

（
鈴
木
）

（
※
）
サ
ブ
ス
ク
：
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
一
定

期
間
利
用
で
き
る
権
利
に
対
し
て
料

金
を
支
払
う
方
式
。

ハ
ー
ブ
の
サ
ブ
ス
ク（
※
）」
を
提
案

し
た
Ｎ
Ｓ
Ｗ（
株
）
西
出
喜
代
彦
さ

ん
が
受
賞
し
、
実
現
資
金
50
万
円
が

贈
ら
れ
た
。

渡
邊
さ
ん
は
令
和
2
年
か
ら
週
末

農
業
を
は
じ
め
、
研
修
生
を
経
て
3

年
後
に
「
オ
オ
サ
カ
ポ
テ
ト
」
の
屋

号
で
サ
ツ
マ
イ
モ
農
家
に
。
現
在
は

遊
休
農
地
を
活
用
し
て
１
・
５
㌶
の
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１
位
に
サ
ツ
マ
イ
モ
産
地
化
計
画

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
最
終
選
考

平
成
27
年
に
「
な
に
わ
農
業

賞
」
を
受
賞
し
た
髙
谷
敏
宣
さ
ん

（
65
）は
、
現
在
奥
さ
ん
と
二
人
で

借
地
も
含
め
て
約
１
３
０
㌃
の
農

地
を
活
用
し
て
、
水
稲
の
ほ
か
年

間
20
～
30
種
類
の
野
菜
を
栽
培
し

て
い
る
。

髙
谷
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
就
職
し

て
15
年
余
り
勤
務
。
店
頭
販
売
や

卸
売
市
場
で
の
仕
入
れ
業
務
等
の

経
験
を
積
み
、
野
菜
部
門
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
を
し
て
い
た
が
、

農
地
を
相
続
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
脱
サ
ラ
し
、
就
農
し
た
。

就
農
当
初
か
ら
都
市
近
郊
農
業
の

強
み
を
活
か
し
た
経
営
を
目
指
し
て
、

収
益
性
の
高
い
品
目
を
中
心
に
鮮
度

や
品
質
、
安
全
性
に
も
留
意
し
な
が

ら
、
一
時
は
年
間
70
種
類
も
の
品
目

を
栽
培
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

当
時
、
流
通
量
の
少
な
い
珍
し
い

品
目
な
ど
は
調
理
法
を
教
え
て
販
路

を
開
拓
し
て
い
た
。
現
在
、
学
校
給

食
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
直
売
所
や
庭
先
で

の
販
売
の
ほ
か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
飲

食
店
に
も
納
入
し
て
い
る
。
中
で
も

特
に
人
気
の
あ
る
の
が
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
で
、
朝
採
り
の
新
鮮
な
も
の
を
畑

脇
で
の
ぼ
り
を
立
て
て
直
売
す
る
と
、

毎
回
短
時
間
で
完
売
し
、
消
費
者
が

身
近
に
居
る
と
い
う
都
市
近
郊
農
業

の
強
み
を
実
感
で
き
る
そ
う
だ
。

時
に
は
、
趣
味
の
バ
イ

ク
ツ
ー
リ
ン
グ
や
奥
さ
ん

と
の
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
、

そ
の
際
も
必
ず
道
の
駅
や

農
産
物
直
売
所
に
立
ち
寄

り
、
売
ら
れ
て
い
る
野
菜

等
の
情
報
収
集
に
は
余
念

が
な
い
な
ど
常
に
研
究
熱

心
だ
。

髙
谷
さ
ん
が
継
続
し
て

取
組
ん
で
い
る
の
が
食
農

教
育
で
、
市
の
学
校
学
習

田
事
業
に
も
早
く
か
ら
積

極
的
に
協
力
。
昨
年
暮
れ

に
は
、
市
内
小
中
学
校
の

栄
養
教
諭
や
教
員
を
対
象

と
し
た
研
修
会
の
講
師
と
し
て
、
学

校
給
食
に
野
菜
を
納
入
す
る
生
産
者

の
思
い
等
を
伝
え
た
。

ま
た
、
栽
培
で
こ
だ
わ
っ
て
い

る
の
が
土
作
り
。
服
部
緑
地
公
園

の
乗
馬
ク
ラ
ブ
か
ら
貰
い
受
け
た

馬
糞
に
米
ぬ
か
を
混
ぜ
た
自
家
製

の
発
酵
堆
肥
を
施
用
し
、
生
産
物

は
大
阪
エ
コ
農
産
物
の
認
証
も
受

け
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
地
元
水
利
組
合
や

実
行
組
合
役
員
な
ど
の
役
職
を
歴

任
し
、
平
成
29
年
か
ら
は
高
槻
市

の
農
業
委
員
と
し
て
、
地
域
農
業

の
振
興
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

髙
谷
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も

地
域
で
自
分
が
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
見
せ
る
こ
と
で
、
若
い
世
代
に

都
市
農
業
の
可
能
性
を
示
し
、
後

継
者
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

（
光
崎
）

「現状維持は衰退と同じ。これからも毎年新しいこと
に挑戦したい」と意気込む髙谷さん

高
槻
市

髙
谷

敏
宣
さ
ん

な
に
わ
農
業
賞
受
賞
者
紹
介
76

安
全
・
安
心
な
野
菜
を
地
域
の
子
供
た
ち
に


